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     2025 年度 法人本部事業報告 

 

Ⅰ 理事会の開催 

年５回開催した。 

 

第１回理事会（通算１４２回） ２０２５年５月３０日 

  第１号議案  ２０２４年度 事業報告 

  第２号議案  ２０２４年度 決算報告 

  第３号議案  監事監査報告 

  第４号議案  社会福祉充実計画 

  第５号議案  ２０２５年度第１回評議員会の開催 

  第６号議案  次期役員候補者の推薦 

  第７号議案  次期評議員選任・解任委員会委員の選出 

  第８号議案  空調機と照明器具の更新工事 

         （かがやけ第２共同作業所） 

  報告事項 

(1) 理事長の職務執行状況報告                  

(2) 業務執行理事（常務理事）の職務執行状況報告 

 

第２回理事会（通算１４３回） ２０２５年６月２５日 

第１号議案 理事長及び常務理事の選任について 

第２号議案 かがやけ第２共同作業所空調機・照明器具更新工事 

   

第３回理事会（通算１４４回） ２０２５年９月２６日 

第１号議案 かがやけ第２共同作業所運営規程の改正 

第２号議案 かがやけ寮の運営規程の改正  

第３号議案 エタンセールの運営規程の改正 

 

第４回理事会（通算１４５回） ２０２５年１２月９日 

  第１号議案 障害福祉人材確保・職場環境改善等事業による賃金改善計画

第２号議案 ２０２５年度第２回評議員会の開催 

 

報告事項 

(1) 理事長の職務執行状況報告                  

(2) 業務執行理事（常務理事）の職務執行状況報告 



3 

 

第５回理事会（通算１４６回） ２０２６年３月２７日 

  第１号議案 ２０２５年度 一次補正予算 

第２号議案 ２０２６年度 事業計画 

第３号議案 ２０２６年度 職員体制及び団体への派遣 

  第４号議案 ２０２６年度 福祉・介護職員等処遇改善加算による賃金 

改善 

  第５号議案 経理規程の改正 

  第６号議案 常用職員就業規則の改正 

  第７号議案 かがやけ第２共同作業所 設備整備費等積立金の取崩し  

  第８号議案 かがやけ第２共同作業所 施設整備費等積立金の取崩し 

  第９号議案 社会福祉法人かがやけ福祉会慶弔規程の創設 

  第 10 号議案 ２０２６年度 当初予算 

  第 11 号議案 役員等賠償責任保険の契約 

 

Ⅱ 評議員会の開催 

年２回開催した。     

 

第１回評議員会（通算８６回） ２０２５年６月２５日 

第１号議案 ２０２４年度 事業報告 

第２号議案 ２０２４年度 決算報告 

第３号議案 次期理事・監事の選任 

第４号議案 社会福祉充実計画 

 

第２回評議員会（通算８７回） ２０２５年１２月２３日 

報告事項  

(1) 理事長の職務執行状況報告                  

(2) 業務執行理事（常務理事）の職務執行状況報告 

    

Ⅲ 評議員選任・解任委員会 ２０２５年４月２５日 

   第 1号議案 社会福祉法人かがやけ福祉会次期評議員候補者推薦書 

 

Ⅳ 運営協議会の開催 

  年２回開催した。 

 

第１回運営協議会 ２０２５年７月４日 

（１）２０２４年度事業報告・決算について 
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  （２）２０２５年度事業計画・予算について 

  （３）各委員からの報告と意見交換 

 

第２回運営協議会 ２０２６年３月６日 

（１）法人本部  理事長職務執行報告 

  （２）各事業所 （常務理事職務執行報告） 

  （３）法人報告及び各委員からの報告をおこなった。 

 

Ⅴ 事業の展開 

 

１  第二種社会福祉事業障害福祉サービス事業の経営 

・ 生活介護          かがやけ共同作業所 

・ 就労継続支援 B 型      かがやけ第２共同作業所 

・ 相談支援事業          相談支援センターかがやけ                              

・ 共同生活援助（介護サービス包括型事業所） かがやけ寮 

（ユニット：ブリエ（旧かがやけ寮）、リベルテ、ラヴァンス）  

・ 共同生活援助（介護サービス包括型事業所） エタンセール 

（ユニット：エタンセール、アルクアンシェル、フュチュール）、 

２ 公益事業 

・ 葛飾区より在宅心身障害者緊急一時保護事業の受託 

 

Ⅵ 今年度の事業報告 

 

 １．経営・組織強化のために 

 

(1) 理念の実現  

2025 年度は、職員ハンドブックを活用し、理念の周知を図った。新規

採用職員には、新人研修の際に、ハンドブックを活用しながら、かがや

け福祉会のめざす理念を伝える取り組みを行った。 

各事業所においてはハンドブックの読み合わせを実施し、職員一人ひ

とりが理念に基づき日々の支援・実践ができるよう取り組んだ。 

これにより、職員自身が自らの支援を振り返る良い機会となった。 

しかし、理念プロジェクトチームでは、担当者が日常業務に追われた

ことから十分な討議ができず、理念実現に向けた全体共有には至らなか

った。 

    次年度に向けては、プロジェクトチーム会議を計画的に開催し、全職
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員が理念に基づく実践を進められるよう取り組んでいく。 

 

(2) 経営組織の確立と強化 

2025 年度は、理事・評議員の改選期にあたり、４月の評議員選任・解任

委員会で評議員が全員再任され、６月の評議員会で理事が全員再任され

た。その後の理事会において、理事長・常務理事も再任された。 

法人事務局会、施設長会議、管理職会議を定例開催し、法人および事

業所の課題について論議し、法人運営の進捗把握と充実に努めた。 

管理職会議は月１回開催し、施設長・副施設長が参加して法人全体の

課題共有や管理・実践の交流を図った。 

また、次世代管理者の育成を目的に、テーマを設定した研修や学習会

を実施した。研修として、人事院「パワーハラスメント防止研修」の動

画を視聴し、レポート提出を通じて管理職としての行動を学んだ。 

今後も外部研修派遣や計画的な研修実施により、次代を担う管理職育

成を進めていく。 

経営組織および本部機能強化のため事務員増をめざし採用を進めたが、

二か月で退職となった。引き続き事務員確保に取り組む。 

  

(3) 5 か年計画の推進（2022 年～2027 年） 

5 か年経計画の折り返しの年であったが、日常的な課題に追われ、討議

の時間を十分に確保できなかった。今後は、計画の進捗状況や法人・社

会の状況を踏まえ、計画推進を図っていく。 

 

(4) 財政計画 

 5 か年計画および財政計画に基づき、各事業所の大規模修繕や新規施設整

備について、必要な数値を明らかにしてきた。 

かがやけ第 2 共同作業所では、東京都の「ゼロエミッション化に向け

た省エネ設備導入・運用改善事業」の助成金交付決定を受け、空調機と

照明器具の更新工事を実施することとし、2025 年度に入札による業者選

定と契約を行った。助成金受領前に事業費全額の支払いが必要となるた

め、2026 年度に施設整備積立金の取り崩しを行う予定である。また、事

業費の一部には 2024 年度に生じた社会福祉充実残高を充当した。 

職員採用が進まなかったことによる人件費減により支出が抑えられた。 

深刻な人員不足への対応として、「福祉・介護職員等処遇改善加算」、「障

害者福祉サービス等職員居住支援特別手当事業」を活用し、現職職員の

給与引き上げを行った。また、「障害福祉人材確保・職場環境改善事業」
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を活用し、12 月賞与の増額も実施した。 

今年度は将来に備え、28,210 千円を施設整備費等積立金として、積み

立てを行った。 

2025 年度決算では福祉充実残額 27,670 千円が生じた。社会福祉充実

計画を作成し、計画的に執行することとした。 

  

(5) 危機管理体制・災害対策・感染症対策 

 ア 防災対策   

事業継続計画（BCP）を作成し、職員への周知と研修・訓練を実施

した。 

 

 イ 新型コロナ感染症対策 

新型コロナ感染症が 5 類に移行したが、日常的な感染対策は従来

どおり継続した。 

 

(6) 虐待防止対策の推進と強化 

  虐待防止委員会を年 2 回開催した。 

  事業所ごとに、虐待防止研修を実地し、支援の質向上をめざした。 

  また、身体拘束適正化のための委員会を事業所ごとに開催し、支援の

質向上に取り組んだ。 

 

(7) 内部監査の充実 

    法人内での内部監査および監事監査を、5 月、11 月に実施し、業務内

容の見直しの機会とし、理事会へ報告した。 

 

(8) 職員の働きやすい職場づくり 

    「現場の課題の見える化調査書」を全職員に提出してもらい、事業所

ごとにの労働環境改善に取り組む基礎資料とした。 

    管理職研修として、人事院国家公務員パワーハラスメント防止研修動

画を視聴し、管理職としての言動・行動について学び、すべての職員が

安心して働ける職場づくりをめざした。 

引き続き、職員が安心して働き続ける職場をめざし、職場の労働環境

改善のための課題整理や解決策を話し合う場を設ける。 

労働条件改善として以下のことを実施した。 

   ・「福祉・介護職員等処遇改善加算」による賃金改善 

・「障害福祉人材確保・職場環境改善事業」による賃金改善 
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・「障害者福祉サービス等職員居住支援特別手当事業」による賃金改善 

   ・引き続き、若手職員の給与改善（基本給 23万円未満の職員を対象に

特別昇給） 

      

  (9) 運営協議会、合同保護者会の充実 

  運営協議会は第１回を 7 月 4 日、第２回を 3 月 6 日に開催し、法人報

告および各委員からの報告を行った。 

 合同保護者会は開催できなかった。 

 

(10) かがやけ福祉会後援会との連携 

担当理事を決め、後援会事務局会議に参加することで連携を図った。 

 

２．事業と実践の展開 

（１）重点事業 

ア． 修繕計画 

 ・かがやけ共同作業所の外壁工事等、大規模修繕計画の推進 

かがやけ共同作業所の外壁工事については検討を進めることができな

かった。 

   ・かがやけ第２共同作業所照明器具・空調機工事 

工事業者の入札を行い、業者決定と契約を締結した。 

工事は 2026 年に実施予定である。 

 

イ． グループホームの充実 

   ・グループホームの空き部屋利用、定員増、短期入所等の検討 

   検討を進めてきたが、職員配置が困難であったため、2025年は、実現し

なかった。 

 ・日中支援型グループホームの検討 

  他ホームの実践を学ぶ機会を設けたが計画には至らなかった。 

 ・アルクアンシェル・リベルテの移転と利用者増 

計画には至らなかった。 

（２）実践の重点項目 

   ア．意思決定支援の推進 

   法人全体学習会に意思決定支援の学習会を位置づけ、全職員で利用者 

の意向を踏まえた支援の推進に取り組んだ。 

 

イ．個別支援会議への利用者本人の参加と、本人の意向を反映した個別 
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支援計画の作成 

2024 年度の運営基準見直しにより、サービス担当者会議・個別支

援会議に利用者本人が参加し、生活等に関する本人の意向確認が原

則となった。これを受け、支援者会議に本人が参加する取り組みを

開始した。 

 

ウ．高齢期を迎えた利用者にふさわしい活動内容と地域生活を保障する

ための暮らしの場の充実 

      高齢期の活動と暮らしを支えるため、専門機関との連携を進めた。

作業所では、理学療法士の指導のもと、機能訓練を日々の支援の中

で重点的に実施し、またホームでは言語聴覚士による嚥下機能低下

防止の訓練を行った。 

 

エ．就労継続支援 B 型作業所として、仕事内容・機能を整理し、利用者 

一人ひとりの要求や課題にあった仕事と支援を提供し、その内容に

より、工賃体系の見直しを図る 

      工賃体系の見直しについては、責任者会議で検討し、利用者リー

ダー会の中で手当増額が必要と思われる作業について意見を出し合

ったが、工賃規程の改定には至らなかった。利用者工賃についてコ

ロナ渦半日 400 円としていたものを正規の 450 円にもどした。 

    

３．人財の育成 

 

 (1) 人財確保・採用（常用職員） 

     

   民間求人サイトを活用し職員募集に力を入れてきた。 

   採用 

 

 ４月 かがやけ共同作業所 生活支援員 １名（新卒） 

    かがやけ共同作業所 事務員   １名（経験者） 

    かがやけ第 2 共同作業所 職業指導員 １名（新卒） 

７月 かがやけ第２共同作業所 職業指導員 １名（経験者） 

   かがやけ第２共同作業所 栄養士   １名（経験者） 

 

退職  

   ４月 かがやけ第２共同作業所 栄養士１名  
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      かがやけ共同作業所   生活支援員１名 

   ６月 かがやけ共同作業所   事務職員１名 

   ７月 かがやけ第２共同作業所 職業指導員１名 

 

(2) 人財育成 

かがやけ福祉会の歴史と理念を継承するため、管理者育成および次世代

育成に力を入れ、目的意識的な育成を進めてきた。 

 

   ア 職員ハンドブックの活用 

     各事業所でハンドブックの読み合わせを行い、日々の支援・実践を 

振り返る機会を設け、理念の実現をめざしてきた。 

 

   イ 管理職職員の研修の確立をしていきます。 

     管理職として求められる管理業務能力や実践推進力を高めるため、

テーマを設定した研修を実施した。 

  ３月 

人事院国家公務員パワーハラスメント防止研修動画「パワ 

ーハラスメント防止研修」 

視聴とレポート提出 

     

ウ 資格取得支援規程を活用し、資格取得を促します。 

  資格取得支援規程を活用し、職員 1 名が資格取得に取り組んだ。 

 

   エ 研修システムに基づく内容充実と、職員の資質向上 

①  新人研修 

    ・法人研修担当者会主催の新規職員研修を実施 

・東京都社会福祉協議会主催の階層別研修を受講 

  

② 実践充実のための研修     

   ・外部講師による法人全体研修の実施  

2025 年 9 月 19 日 

 「成人期の発達保障」講師：原文彦  

   講師；原文彦  NPO 法人 ささゆり会代表 

2025 年 11 月 28 日 

 「意思決定支援の実践としくみづくり」 

       講師：水島俊彦  意思決定支援ネットワーク副代表 
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     ・実践報告会の実施  

① 「働くだけでは支えきれなかった２名の退所者から考える 

作業所の役割と課題」 

かがやけ第２共同作業所報告 

 

② 「2024 年度就労支援事業報告」  

かがやけ第２共同作業所報告 

 

     ③ 外部研修への派遣（各事業所報告参照） 

・階層別研修への研修派遣 

・専門研修への研修派遣 

 

 ４．地域への取り組み 

 

  (1) 広報活動の充実 

ア ホームページの充実 

     適切な時期に更新を行った。 

イ かがやけニュースの紙面の充実 

     かがやけニュースを、4 月・6 月・8 月・10 月・1 月・3 月の 6 回発

行した。 

 

(2) 地域における公益的な取り組み 

  きょうされん映画「夜明け前」の上映会を、社会福祉法人アムネかつ

しか・NPO 法人 SIEN と共催し、地域住民を含む５０名が参加した。

障害者福祉を切り開いてきた先駆者に学ぶ貴重な機会となった。 

  

(3) 地域との諸団体との連携 

 法人主催の地域向け学習会や防災に関する情報交換・連携は、実施で

きなかった。 

    

  (4) 能登半島支援 

    1 月 18 日から 24 日の 7 日間、きょうされんの呼びかけによる能登半

島地震被災地支援に職員１名を派遣した。 
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   ２０２５度 かがやけ共同作業所事業報告 

 

今年度の利用者数は、当初 50 名で開始し、9月に 1名がお亡くなりになった

ため、年度末の利用者数は 49名となった。年間平均利用率は 84％（昨年度 85％）

であった。 

生産活動は、受注作業として学習教材セットの組み立てを中心に、情報誌の

ポスティングやチラシ折りに取り組んだ。公園・児童遊園の清掃作業および資

源回収といった屋外作業については、今年度も利用者の熱中症予防の観点から、

暑さ指数を指標に夏季の参加を制限した。自主製品としては、クッキー、羊毛

フェルト製品、花たわし、ビーズ製品などを製作し、他団体のイベント等での

外部販売にも出店した。「秋のなかままつり」の収益を含めた就労支援事業収入

は 4,868,606 円（昨年度 4,811,945 円）となり、平均工賃は月額 6,241 円（昨

年度 5,757円）を支給した。 

各班の旅行は、今年度も日帰りで実施した。8月の「夏のレクリエーション」

では、「大阪・関西万博」にちなんで「かがやけ万博」と題し、各班の部屋を国

に見立てて、班の紹介や特徴を活かしたゲーム・展示などを行い、利用者の皆

さんに楽しんでいただいた。11 月には、地域住民の方々との交流を目的として

恒例の「秋のなかままつり」を開催し、多くの方にご来場いただいた。また、

各班の毎月の取り組みとして、デリバリーやお弁当などによる昼食、レクリエ

ーションを楽しんでいただくとともに、少人数での個別外出にも取り組んだ。 

健康管理では、10 月に所内でインフルエンザ予防接種を実施し、1 月には医

療機関による健康診断を行った。機能維持や運動については、理学療法士の指

導を受けながら必要な方に個別プログラムを作成し取り組むとともに、補装具

の作成・調整や車椅子の調整なども行った。嚥下に課題のある利用者について

は、言語聴覚士の指導を受け、摂食方法の改善や食前の口腔運動に取り組んだ。

今年度は、新型コロナウイルス感染症およびインフルエンザの集団感染は発生

しなかった。 

また、法人内相談支援センターや区障害福祉課担当者と連携し、単身生活と

なった利用者の生活に関する各種手続きや短期入所の利用について支援した。 

利用者の事故は、転倒 3件（うち通院 1件）、服薬事故 4件（誤投薬 1件、服

薬忘れ 1件、服薬重複 2件）、誤嚥 1件、その他として外出時に車いすが歩行者

と接触した事故が 1 件発生した。また、車両事故が 9 件（いずれも怪我なし）

発生した。これらの事故については、その都度職員会議で報告し改善策を検討・

実施した。職員の労災事故は 3 件（腰痛 2 件、急性音響外傷 1 件）発生した。

置き去り事故防止や酒気帯び運転防止のため、置き去り防止装置による乗降チ

ェックと管理職による降車確認、アルコール検知器による酒気帯び検査を実施
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した。 

送迎車両については、葛飾区福祉業務用車両購入費補助金を活用し、リフト

付き車両を更新した。感染症発生時の事業継続計画（BCP）に基づき、嘔吐物処

理に関する研修・訓練を実施した。実習生は、専門学校から 2 名、特別支援学

校から 2名を受け入れた。11月に第三者評価を受審した。 

 

Ⅰ 利用者状況  （２０２６年３月３１日現在） 
 
 １.事業種別 定員 
 
  ・事業種別 生活介護事業 
  ・定員   ５５名 
 
 ２．各月利用者数 

（単位：人・％） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

前月末 ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ 
当月初 ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ 
当月末 ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ４９ 
入所者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
退所者 ０ ０ ０ ０ ０ １ 

利用率(％） ８６ ８４ ８３ ８２ ８５ ８４ 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

前月末 ４９ ４９ ４９ ４９ ４９ ４９ 
当月初 ４９ ４９ ４９ ４９ ４９ ４９ 
当月末 ４９ ４９ ４９ ４９ ４９ ４９ 
入所者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
退所者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

利用率(％） ８５ ８２ ８５ ８５ ８６ ８５ 

 
・入所者 なし 
・退所者 ９月５日  死亡のため１名退所 
・年間平均利用率 ８４％ 

 
 ３．男女別   男性２７名  女性２２名   
 
 ４．居住地別  葛飾区 ４９名（居住地特例適用者白井市１名含む） 
 
 ５．年齢別 
                               

  １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 合
計 

平均年齢  
男 ０ ４ ６ ５ ６ ５ １ ２

８ 
４６歳 

女 ０ ２ 
4 

４ ３ ９ ２ ２ ２
１ 

４８歳 
計 ０ ６ １０ ８ １５ ７ ３ ４

９ 
４７歳 

％ ０ １２ 
 
 

２１ １６ ３１ １４ ６   
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 ６．障害支援区分別 

    区分     人数   
    ６   １９ 
    ５     １４ 
    ４     １３ 
    ３      ３ 
    ２      ０ 
    １       ０ 
  未判定      ０ 
  合 計     ４９ 

       ※平均区分５ 
 
 ７．通所方法   送迎利用者  ４２名（全７コース） 
          家族送迎者   ２名 

自主通所者   ５名 
                         

Ⅱ 職員状況 
 
 １．職員配置 

１）管理者       １名（常勤１名） 

２）サービス管理責任者 １名（常勤１名） 

３）生活支援員    ２０名（常勤１３名、非常勤７名） 

４）看護職員      ２名（非常勤２名） 

５）栄養士       １名（常勤１名） 

６）調理員       ４名（非常勤４名） 

７）事務員       １名（常勤１名） 

８）運転職員      ０名 

             ※兼務表記省略 ２０２６年３月３１日現在 

 
 ２.職員数 
    
    
    
    
    
    
    
     

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  
常勤 ２０ １９ １９ １８ １７ １７ 
非常勤 １２ １２ １２ １２ １３ １３ 
計 ３２ ３１ ３１ 

 
３０ ３０ ３０ 

  １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
常勤 １７ １７ １７ １７ １７ １７ 
非常勤 １３ １３ １３ １３ １３ １３ 

 
 
 

計 ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ 
                             各月当初人数 
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２０２５年度 かがやけ第２共同作業所事業報告 

 

今年度は新入所者1名、退所者は3名、在籍最大54名。平均年齢41.8歳、

年間平均利用率82.5％一日平均利用者数44.1名で、複数の利用者で休みの

長期化が課題となった。感染症によるクラスターなし。 

お菓子班では、昨年度から全ての商品の原価を再計算し材料費高騰の影

響が大きいガトーショコラなどケーキ2種、オレンジジュースなどドリン

ク3種の値上げに取り組んだ。さらに昨年度末に新規購入したどら焼き機

を活用し、毎週の自主生産品販売所への定期的な納品、事業販売での注文

販売が可能となった。Instagram (フォロワー数252)やかつしか元気食堂

として情報発信に取り組む。また次年度より班内の利用者が数名入れ替わ

る予定のため集団作りが課題となる。 

調理班では、当日注文1日平均30食前後、喫茶店ではイートインとテイ

クアウト合計で1日平均10食、多い時には15食程度販売。春夏冬の長期休

み期間には学童保育クラブ10か所より1日100食以上を調理配達。特別弁当

は12月「クリスマスチキン」、1月「新年会弁当」、2月「恵方巻」、3月「ちら

し寿司」の他、東都生協販売、四つ木斎場販売で出店、きさらぎJr(フロアホッケ

ー大会 )注文弁当では300食の注文を頂いた。次年度より班内の利用者が数名

入れ替わる予定。集団作りがお菓子班同様課題。今年度より安全且つ正午まで

の配達時間を守るため学童弁当期は立石方面1コースを期間内中止した。 

受注班では、34名を3部屋に分け東栄社、北星鉛筆、東京金属工業(クリップ)、

吉田京商事(椎茸)、葛飾区共同受注と複数の窓口から様々な作業に取り組めた。

公園清掃、トイレ清掃では今年度より熱中症指数計を職員が携帯し熱中症

対策を実施。それでも熱中症など利用者職員の身体的負荷を考慮し時間内

に作業を終える観点から次年度より西井堀公園1カ所を区に返還する。 

今年度平均工賃月額は29,229円(前年度23,718円) と向上。作業給を400

円から450円に戻したこと、外作業単価向上などが要因。 

就労支援では、区役所実習0名、所内実習18名、作業実習18名への実習

準備、実習場所や作業の確保、当日の支援と振り返りに取り組む。にいじ

ゅくまつりのボランティアとして一般就労者数名参加、近況などを把握。

今年度はナムコマークイズ葛飾かなまちの職場見学に利用者4名が参加し

た。 

クラブ活動として創作クラブ、マラソンクラブ、ダンスクラブを実施。

特にマラソンについて今年度よりコースを新宿側の土手のみの往復とし
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クラブ中の安全を強化した。昼休みには階段昇降と放送委員会を今年度も

取り組んだ。また5月就労、9月グループホーム、12月署名、3月健康につ

いて学習会を開催。健康学習会では 

食事バランスをテーマに管理栄養士が分かり易く説明した。にいじゅくま

つりでは約50名のボランティアと協力、旅行は箱根高原ホテルに宿泊し鎌

倉大仏や三島スカイウォークを楽しんだ。身体拘束適正化委員会を開催し

拘束時の3要件と適正化検討（報告書1件）、災害感染対策として避難訓練

は3回実施。感染症BCP対応研修と訓練各1回実施。外出取り組み中の事故1

件、車両事故、職員労災事故は0件。修繕・購入についてダクト及び鋼製

建具修繕工事他9件、災害備蓄品、乾燥機など購入。保護者会は年6回開催。

実習は、特別支援学校生1名、中学生職場体験2名、保育実習3名、介護等

体験1名を受入れた。第三者評価を受審。 

 

Ⅰ．利用者状況  (2026年3月末現在) 

 

１．事業種別 定員 

   ・事業種別 就労継続支援Ｂ型 ・定員 ６０名 

 

２．各月利用者数               （単位：人・％） 

月    4月    5月    6月    7月    8月    9月  

前月末   ５４   ５４   ５４   ５４   ５３   ５３ 

 

 

      

当月初   ５４   ５４   ５４   ５４   ５３   ５３ 

当月末   ５４   ５４   ５４   ５３   ５３   ５３ 

新入所者     ０     ０     ０     ０     ０     ０ 

退所者     ０     ０     ０     １     ０     ０ 

利用率 85.1 85.6 84.9 78.2 81.1 80.5 

月   10月   11月   12月   1月  2月    3月 

前月末   ５３   ５３   ５３   ５３   ５３   ５３ 

当月初   ５３   ５３   ５３   ５３   ５３   ５３ 

当月末   ５３   ５３   ５３   ５３   ５３   ５３ 

新入所者    ０    １    ０    ０    ０    ０ 

退所者    ０    １    ０    ０    ０    １ 

利用率 81.7 82.5 83.2 82.6 82.5 81.8 

                     年間平均利用率 82.5% 
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・入所者  １１月  １名入所（就労継続支援Ｂ型より移行） 

 

・退所者  ７月  １名退所（生活介護へ移行） 

１１月  １名退所（病死） 

 ３月  １名退所（生活介護へ移行4/1より） 

 

３．男女別   男性３６名   女１７名 

 

４．居住地別  葛飾区５２名  江戸川区 １名 

 

５．年齢別 

 １０代  ２０代  ３０代  ４０代 ５０代 ６０代 ７０代  合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均年齢  

 男

  

０ ５ １１ １１ ５ ３ １  ３６名 43.0歳 

 女

  

０ ３ ７ ５ １ ０ １  １７名 39.2歳 

 計 ０ ８ １８ １６ ６ ３ ２  ５３名 41.8歳 

％ 0.0 15.1 34.0 30.2 11.3 5.6 3.8 100.0  

 

６．障害支援区分別 

  区分   人数 

６ ０ 

５ ２ 

４ １０ 

３ １６ 

２ １ 

１ ０ 

未判定 ２４ 

合計 ５３ 

 

７．通所方法  自主通所 ５３名   

 

Ⅱ． 職員状況 2025年3月末現在 

１．職員配置 

１）管理者       １名（常勤１名） 

２）サービス管理責任者 １名（常勤１名） 

３）生活支援員      １名（常勤１名） 
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４）職業指導員      １２名（常勤１０名・非常勤２名） 

５）目標工賃達成指導員 １名 (常勤１名) 

５）就労支援員      １名（常勤１名職業指導員兼務） 

６）栄養士        １名（常勤１名） 

７）調理員       ２名（常勤１名・常勤１名職業指導員兼務） 

８）事務        １名（常勤１名） 

                      

２．職員数                        各月当初人員 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月  

正規   12   11 11 12 12 12 

 期間契約  7  7 7 7 7 8 

   計 19 

 

18 

 

18 

 

19 

 

19 

 

20 

  10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 正規 12 12 12 11 11 11 

 期間契約 8 8  8 8 8 7 

   計 20 

 

20 

 

20 

 

19 

 

19 

 

18 

      ※7/1-8/18休職1名 11/9-1/17休職1名 含む  

 

 

２０２５年度 グループホーム事業報告 

 

２０２５年度のグループホーム利用者数は、３月３１日現在で３３名である。 

９月には、誤嚥が原因と推定される死亡事故が発生した。ホーム全体で利用者

の高齢化が進む中、嚥下機能の低下が顕著になっている。誤嚥性肺炎により入

院した利用者は３名であった。 

この状況を受け、言語聴覚士（ST）の導入を進め、一人ひとりに合わせた食

事介助の指導や、嚥下機能の回復・予防を目的とした訓練を実施してきた。こ

れにより、利用者が食事を楽しく、安全にとれるよう支援するとともに、誤嚥

性肺炎の予防に努めている。 

また、日々の健康維持や緊急時の迅速な対応を図るため、訪問診療の導入を

ホームごとに検討し、順次拡大してきた。 

１１月にはブリエの利用者がエタンセールへ異動し、２月にはブリエに新た

な利用者が入居した。 

余暇の充実については、全体行事に加え、２０２５年は個別外出に力を入れ、

利用者一人ひとりの要望に合わせた取り組みをホームごとに実施した。生活の

中に楽しさを取り入れ、人生がより豊かに展開できるよう努めてきた。 
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また、保護者の高齢化も進んでおり、成年後見人制度等の活用をどのように

進めていくかが大きな課題となっている。 

事業継続計画（BCP）に関する研修では、責任者会議の中で自然災害時の対応

を想定した机上訓練を行い、非常時における職員の対応や行動について学んだ。

３月には各事業所の事業継続計画マニュアルを見直し、避難所や備蓄品の確認

を行った。 

事故については、誤嚥が推定される死亡事故１件、骨折事故２件、服薬事故

８件（飲ませ忘れ８件、体調に変化なし）、転倒事故３件（うち通院１件）、誤

嚥事故１件（鳥の骨吞みこみ１件、体調に変化なし）、その他２件（爪切り時の

怪我・歯間ブラシによる怪我）。職員の労災事故が１件（腰痛で通院）発生した。 

 

第１章 利用者状況              ２０２６年３月３１日現在 

 

 １ 定員と現員                     （単位：人） 

ケアホーム ユニット 開設年月日 
定

員 

現 員 

男性 女性 合計 

かがやけ寮 ブリエ H11．12．１ ５ ３ ２ ５ 

リベルテ H24． 4．１ ４ ３ １ ４ 

ラヴァンス H29． 6．１ ４ ２ ２ ４ 

エタンセール エタンセール H14． 3．１ ７ ４ ３ ７ 

アルクアンシェル H18． 5．１ ６ ４ ２ ６ 

フュチュール R3.   5．１ ７ ４ ３ ７ 

合計   ３３ ２０ １３ ３３ 

・９月エタンセール利用者１名退居（死亡） 

・１１月ブリエ利用者１名、エタンセールに異動 

・２月ブリエ新利用者１名入居 

 

 ２ 利用者の状況（年齢の状況） 

ユニット 30代 40代 50代 60代 70代 合計 

ブリエ 1名 1名 1名 2名  5名 

リベルテ  1名 １名 2名  4名 

ラヴァンス  1名 1名 2名  4名 

エタンセール  2名 4名  1名 7名 

アルクアンシェル 1名 2名 3名   6名 

フュチュール １名 ２名  3名 １名  ７名 

合 計 3名 9名 13名 7名 1名 33名 
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３ 利用者の状況（障害者支援区分の状況）          

ユニット 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分

６ 

合計 

ブリエ   ２ ２ １  ５ 

リベルテ    ２ ２  ４ 

ラヴァンス   １ ２ １  ４ 

エタンセール    １ １ ５ ７ 

アルクアンシェル    １ ３  ２ ６ 

フュチュール     ３  ４ ７ 

合 計   ３ ８ １１ １１ ３３ 

 

第２章 職員状況            

職員配置（２０２６年３月３１日現在） 

エタンセール 

 （１）管理者          1名（常勤兼務） 

 （２）サービス管理責任者    1名（常勤） 

  （３）世話人         １１名（常勤）   

（４）生活支援員       ２１名（常勤６、非常勤１５） 

（５）事務           ３名（常勤１、非常勤２） 

（６）看護師          1名（非常勤）            

    

かがやけ寮 

 （１）管理者          １名（常勤兼務） 

 （２）サービス管理責任者    １名（常勤） 

  （３）世話人           ４名（常勤４）  

（４）生活支援員       １６名（常勤 1、非常勤１５） 
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２０２５年度相談支援センターかがやけ事業報告 

 

 ２０２５年度は、かがやけ福祉会が運営している事業所の利用者及び地

域において障害福祉サービス事業を利用している方へのサービス等利用

計画の策定を行ってきた。サービス等利用計画は、１４５件（内法人外６

３件）、モニタリング報告は、２７１件（内法人外１２３件）を進めてき

た。 

 定期の利用計画の更新やモニタリング報告の他、家族の病気や介護力低

下などによって、本人に新たなニーズが生じた場合には、必要に応じて計

画案の内容変更（家事援助、短期入所、GH入居等）を行ってきた。 

 特に、年度後半には緊急対応等でのGH入居への支援が多く発生して、通

所事業所職員や援護係等と連携を図り対応を行ってきた。 

 

◎事業種別 

 指定特定相談支援事業 

 

第１章 利用者状況               

1．各月サービス等利用計画・モニタリング策定数（ ）法人外在宅者等・

内数 

 サービス等利

用計画 

モニタリング 小計 

（件） 

 サービス等利

用計画 

モニタリング 小計 

(件) 

4月 8(5) 29(12) 37(17) 10月 15(5)  20(10) 35(15) 

5月 10(4) 22(12)  32(16) 11月 8(4) 23(11) 31(15) 

6月 19(5) 17(13)  36(18) 12月 8(5)  28(8) 36(13) 

7月 6(3) 20(10)  26(13) 1月 13(8) 14(5) 27(13) 

8月 12(5) 25(12)  37(17) 2月 13(5) 25(11) 38(16) 

 9月  16(5) 24(13)  40(18) 3月 17(9) 24(6) 41(15) 

小計 71(27) 137(72) 228(99) 小計 74(36) 134(51) 208(87) 

 合計 145(63) 271(123) 416(186) 

 

第２章 職員状況 

１．職員配置 

１）管理者       １名（相談支援専門員兼務） 

２）相談支援専門員   １名 
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第３章 相談支援事業に関わる取り組み 

１．サービス等利用計画策定者の障害福祉サービス事業等の利用状況（単位：人）・（ ）外数 

項目 かがやけ 

共同作業所 

かがやけ第

２共同作業

所 

ＧＨ（かが

やけ） 

かがやけ

から他施

設異動 

法人

外在宅等 

計 

人員 ４８ 

 

５１（１） 

 

２（１）  1   ６４ １６６（他相談

支援２） 

居宅介護（身体介

護・家事援助等） 

８ ３    １７ ２８  

ＧＨ（かがやけ） ２５ ５ ２（１）    ３２（１） 

他ＧＨ  ３    ６    １６ ２５  

移動支援 ４０ ２８（１） ２（１）  １ ９ ８０（２） 

移動支援加算  ５      ５ 

通院介助  ６ ４    ８ １８ 

同行援護       ４  ４ 

就労継続Ａ       ４  ４ 

就労継続Ｂ  ５１（１）  １  ２１ ７３（１） 

就労移行     ３ ３ 

生活介護 ４８（１）  １（１）  １   ５ ５５（２）  

施設入所支援  １        ２  ３ 

一般就労       ８   ８ 

重度訪問介護        １  １ 

短期入所  １３ ２４（１）   １ １６ ５４（１） 

自立訓練        ０ 

精神医療デイ     1  １ 

介護デイサービス  １      １ 

療養介護       1  １ 

短期入所生活介護

（介護保険） 

   １      １ 

就労定着支援       ３  ３ 
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２．葛飾区地域生活支援部会（部会員：白井） 

  第1回 ７月１５日（火）ウィンメンズパル 

     地域生活支援部会の取り組みの確認等 

  第2回 １月２９日（木）葛飾区役所 

地域生活支援部会の取り組みの確認等 

     

３.福祉ネットワーク相談会（相談員：白井） 

   １２月３日（水）ふれあいサロンあきみつ 

 

 


